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明治期の兵語辞書について（四）
ドイツ語を中心にして
８　和獨兵語辭彙
信　岡　資　生
　　　　　　　　　　　　　　　　１
　わが国最初の「和独兵語辞典」であり，また「和独兵語辞典」と銘打っ
た辞典は，本書の他にはただ一点，後述する兵藤三郎著『最新和獨兵語辞
書』（兵事雑誌社　明治45年）が刊行されているのみである。
　一般の和独辞典も，独和辞典に比べると数は少なく，明治に入って本書
以前（明治42年12月まで）に出版された独和辞典は25点を数えること
ができるのに対し，和独辞典は次の４点にとどまる1）。
　　和獨討譯字林　律多留盲動曼校定　斎田訥於　那波大吉　國司兵六著
　　　　述　日比谷健二郎　加藤翠渓出版　明治10年10月
　　新撰和獨字彙　山脇　玄校閲　パウル・エーマン補正　平塚定二郎
　　　　宍戸深蔵　塚本明御合著　三河屋書店　明治28年８月
　　新和獨辞典　登張信一郎　大黒安三郎　山田　基著　大倉書店　明治
　　　　34年11月
　　會話作文官例挿入和獨新字林　國吉直蔵著　獨逸語學雑誌社　明治35年
　　　　９月　改訂増補版　東京武蔵屋書店発行　明治40年８月
　この他に和独辞典の範躊には入らないが，下記の単語・語彙集がある。
　　和獨対照華語鰯　獨逸語學雑誌社　明治35年９月
　　和文獨譯練習「附」和獨字彙　山川幸雄著　丸善　明治42年９月
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　なお医学専門用語辞典には，本書以前にも，和語を見出しとし，対応外
国語にラテン語，ドイツ語，英語を挙げる下記のものがあった2)。
　　懐中和羅獨英醫學辭典　日高　昂著　南江堂　明治32年11月
　　日獨羅醫語新字典　大島　檪著　吐鳳堂　明治39年５月
　　和獨羅對病名字典　附録診療上慣用語　寺尾國平著　南江堂　明治
　　　　40年２月
　『獨逸語學雑誌』第12年第６号（明治43年２月１日発行　獨逸語學雑
誌社）の裏表紙に，『和獨兵語字彙』の新刊広告が掲載されている（図1）。
広告文は次の通りである。
陸軍大學校教授
陸軍大學校教授
司馬亨太郎
高田善次郎
新刊
共編
　　正償金七拾五銭　郵税金六銭
　本書は戦術居職略語は勿論歩騎砲工に関する兵居，経理其他人馬衛生等
の術語を網羅したれば軍人の獨逸文を綴るには最も訣くべからざる良書な
り
　　　　　　東京市麹町區飯田町五丁目廿番地
　発行所　　　　　　　　　精華書院　　　　振替ロ座東京四三六六号
　この広告文から，また後で紹介する著者の序文のことばから推してみる
と，本書はもっぱらドイツ語を学ぶ軍人を対象に編纂されたものであると
言える。
　また同語第12年第８号（明治43年４月１日発行）の奥付頁には，広告
の形式は変更されたが，内容紹介文は，始めが「本書は司馬，高田所教授
が多年の苦心によりて編纂されたるものにして」と変わっただけで，「戦
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術語戦略語は勿論…」以下は上掲と同文の広告が掲載されている（図2）。
どちらも書名が『和獨兵語字彙』であり，『和獨兵語辭彙』ではない。本
書刊行後の同前第14年第１号（明治44年９月１日発行）の巻末広告でも
「和獨兵語字彙」であるが，当時は一般に，特に書名の漢字の用い方には
鷹揚であったことは，前に「6　獨佛和兵語字彙」の項で注記した通りで
ある（『明治期の兵語辞書について（三）』注3）参照）。
注
　1）『日独二言語対訳辞書総覧　総目録１』（成城大学「経済研究」第134号所
　　載）参照。
2）『日独二言語対訳辞書総覧　総目録３』（成城大学「経済研究」第136号所
　　載）参照。
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　国会図書館収蔵のものは，大きさは，縦15,1cm,横8,5cm,厚さ1cm
で，左開き。萌黄色の表紙には上部に右から左へ横書きで「司馬亨太郎
高田善次郎」の名が二行に記されて左端に「譯篇」の文字が縦書きされ，
中央には「和獨兵語辭彙」と大きく縦書きがあって，下段にはまた右から
左へ横書きで「東京精華書院発行」と記されているが，「東京」と「発行」
は縦書きされている。
　扉は左頁が和文で，縦に３行，左欄から　陸軍教授　陸軍大學校教官
司馬亨太郎　陸軍教授　陸軍大學校教官　高田善次郎共編||和獨兵証辭彙
‖精華書院蔵版　とあり，右頁には独文で　JAPANISCH-DEUTSCHES/
MILITARWORTERBUCH/ von/ K. SHIBA UND Ｚ.TAKATA/ Prof.
und　Lehrer　a.d.　Kriegsakademie　zu　Tokio./　ERSTE　AUFLAGE./
ＴＯＫＩ０，1909ソVERLAG VON SEIKWASHOIN. と記されている（図
3）。
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次頁が以下の独文の序文である（図４）。
　　　VORWORT
Hiermit iibergeben Verleger und Verfasser der Offentlichkeit ein neues
japanisch-deutsches Militarworterbuch in der Meinung, da6 der Augen-
blick einem solchen Unternehmen giinstig sei; sind doch seit der Heraus-
gabe des Werkes von Fujiyama und Takata eine Reihe von Jahren
verflossen, groBe Ereignisse gaben den AnstoB zu mancherlei Neuerungen
im Heerwesen, die Militartechnik hat sich, wie die letzten Friedens-
iibungen der Hauptmachte auffallend zeigten, in ungeahntraschem Schritte
weiter entwickelt, der auch der militarischen Fachsprache seine Spuren
eindriicken muBte.
,,Rast' ich, so rost' ich"; die Armee halt, seit der Kanonendonner von
Port Arthur und Mukden verhallte, das Schwert blank, um, eingedenk der
gnadigen Worte, die S. Majestat der Kaiser nach der groBen Heerschau
am 30. April 1906 kundgab, jederzeit vollig bereit zu sein, sobald es
Wohl und Ehre des Landes erfordern sollten, zu den Waff en zu greifen.
Einer der hervorragendsten Soldaten des neunzehnten Jahrhunderts,
Kaiser Wilhelm I.,hat einmal gesagt, beim Militar gebe es keine Kleinig-
keiten. Indem wir also unsere militarischen Ausdriicke moglichst voll-
zahlig und sinnentsprechend in deutscher Sprache vorzulegen bemiiht
waren, mochten wir denjenigen Offizieren und Schiilern an die Hand ge-
hen, die, von den Exerzierplatzen heimgekehrt, im Studierzimmer an der
Vermehrung ihres Wissens mit jener minutiosen Griindlichkeit arbeiten,
welche, wie auch der letzte Krieg der Welt bewiesen hat, allein zu
durchschlagenden Erfolgen fiihrt.
DIE VERFASSER.
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　　　　　　　　　Tokio,im Winter 1909.
和訳すれば以下のようになる。
　　ここに出版者と著者は新たな和独兵語辞書を世間に送る。かかる企
　画にとって今がその好機と考えてのことである。なにしろ藤山・高田
　両氏の辞典の刊行以来既に多年が経過したことでもあり，数多の事件
　が契機となって軍事においてさまざまな改革が行われ，最近の列強の
　平時演習が如実に示す如く軍事技術は予期せぬ速度で発達を遂げて，
　軍事専門語にもその痕を残しているからである。
　　｢休めば身体に錆びが付く｣。旅順口や奉天の砲声が止んで以降も，
　天皇陛下が一丸〇六年四月三〇日の大閲兵式後に宣われたお言葉を肝
　に銘じて，何時なりとも国家の安全と名誉の為に必要とあれば直ちに
　武器を取るべく準備万端を整えて軍は待機し剣は磨かれている。
　　一九世紀の最も傑出した兵士の一人である皇帝ヅィルヘルム一世は
　嘗て，軍事に細事なしと言った。されば我々は，我が軍事用語を可能
　な限り数多くそろえ，正しく相当する意味のドイツ語にすべく努める
　ことで，練兵場から帰営するや演習室で，綿密徹底の精神をもって
それのみが先の戦争が世界に実証したように圧倒的な成果をも
知識の増加に励む士官や生徒の力にならんと
　　　　　著者一同
東京　明治四十二年　冬
たらすのであるが
願うものである。
序文注
　Rast'ich､ so rost'ich. :休めば錆付く；怠惰は心身を鈍くす
　Port Arthur : 旅順；中国遼東半島南部の黄海に臨む港の英語名
　Mukden : 楽天；現在の中国の都市浦陽；日露戦争の会戦場
　die groBe Heerschau am 30. April 1906:
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　　明治39年４月30日，日露戦争の戦勝を記念して，凱旋大観兵式が東京
　青山練兵場で行われた。当日朝明治天皇は将兵３万１千２百３人の閲兵を
　終えたのち，指揮官大山元帥に対し次の勅語を宣した。
　　朕茲二凱旋軍ノ集合シテ親シク観兵式ヲ畢ケ軍紀大二振ヒ隊伍克ク整フ
　　ヲ認メ朕深ク之ヲ憚フ汝等益々奮励シ以テ帝國陸軍ノ登達進歩ヲ期セヨ
　これに対し大山元帥は次の通り奉答した。
　　陸下茲に凱旋軍を親閲あらせられ特に優渥なる勅語を賜る臣等感激の至
　　りに堪えず益々奮励努力以て聖旨に副ひ奉らん事を期す凱旋軍を代表し
　　て謹んで奉答す
　　　明治惜七八年戦役凱旋式
　　　　諸兵指揮官元帥陸軍大将　　大山　巌
　　　　(以上は東京朝日新聞　明治39年５月１日付　による)
Kaiser Wilhelm l.:1797-1888｡プロイセン王として軍国主義的方策を進め，
　　統一なったドイツの初代皇帝となった。在位1871-1888。
　　　　　　　　　　　　　　　　３
　編者の一人司馬亨太郎は，我が国最初の独和辞典の一つ『和譯獨逸辭
典』（東京春風社合著　明治５年10月）の編者の一人司馬凌海（盈之）の
一人息子で，文久３年（1863）平戸で生まれた。『明治過去帳』3）の司馬盈
之の項目に「平戸の医生岡口等傅の長女を配偶者とす。その子，享太郎を
養嗣となす」と記載されているのは，凌海が平戸藩医岡目家の女婿となり
一子をもうけたことを知った凌海の祖父伊右衛門が，急速はるばる平戸へ
赴き，離縁させて凌海を故郷の佐渡へ連れ戻した経緯があるからである。
凌海の手許に引き取られた息子は，少年の頃から，大学来校（東京大学医
学部の前身）の教授として招聘されていたＤr.Ｈｏｆｆｍａｎｎ４）の家に住み込
みでその夫人からドイツ語を習い，14歳で父の経営する春風杜で独習字
を教えた。やがて父の医業を継ぐべく医科大学の予備門に入り，途中から
大学東校に転じた。 20歳のとき明治16年３月山口中学にドイツ語教師と
　　　　　　　　　　　　　　－８－
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して赴任，東京に戻って東京大学御用掛から明治18年獨逸学協会学校の
教師となった。明治21年開校の校長桂　太郎に推されて陸軍大学教授と
なる。大正４年獨逸学協会に戻り，中学の教頭から理事，さらに昭和４年
５月第８代獨協中学校長となり昭和11年２月病没した5）。（図5）
　彼の名前「キョウタロウ」について付言すれば，上で引用した『明治過
去帳』の記載でも，また山本修之助著『司馬凌海』（司馬凌海先生顕彰会
発行　昭和42年９月）でも享太郎としている。㈱日本図書センターが1987
年10月に覆刻した『明治人名辞典　下巻』（底本古林亀治郎篇・発行『現
代人名辞典』第二版　大正元年　中央通信社）では「司馬亨大郎　君は陸
軍大學教授にして，高等官四等たり。豊多摩郡流谷町上流谷五二。」とあ
るが，上巻の目次（さくいん）では司馬享太郎となっている。亨も享も，
各種の漢和辞典によれば城門の象形で，共に元は「さわりなく通ずる」の
意であるが，「のち亨と享を区別して，亨は「とおる」，享は「うける」意
に用いる」（貝塚茂樹・藤野岩友・小野　忍編『角川漢和中辞典』昭和34
年）という。『獨協学園史　1881-2000』（獨協学園百年史編纂委員会編著）
では一貫して亨大郎としており，本橋では辭典の表紙・扉及び奥付に記さ
れた亨大郎を用いることにする。
　もう一人の編者高田善次郎は，前橋『明治期の兵語辞書について（二）』
で取上げた「5獨和兵語辭書」の藤山治一との合著者である6）。彼の兄に，
『獨逸語學雑誌』を創刊した学習院教授大村仁大郎（のちに第４代獨協中
学校長）がいる。高田善次郎は慶応２年（1866）生まれ，「初め東京外国
語学校の仏語学科に学び，のち私立独逸学校，獨逸学協会学校で独逸語を
修め（明治35年別科卒），陸軍省工兵局，陸軍戸山学校等で独仏の兵書の
翻訳をし，のち第二高等学校教授となり，さらに獨逸学協会学校，学習院，
陸軍大学に奉職し，独逸語教授をしていた。また辻　高衡との共著『独逸
会話教科書』，『独逸詩文詳解』や藤山治一と共著『独和兵語辞書』などの
著作を残している」。彼は「極めて直情径行の人で奇行に富んでいた」と
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いう7)。(図6)
　注
3）大権四郎編『明治過去帳　物故人名辞典』（東京美術刊　昭和10年　原著
　　私家版　昭和46年11月新訂初版）
4）ＴｈｅｏｄｏrEduard Hoffmann 1837-?｡明治３年２月の北ドイツ連邦公使フォ
　　ン・プラントと明治新政府との間に交わされた約束によって，３年間の契
　　約でプロイセンから来日した医学教師２名の中の１人。ペルリンのフリー
　　ドリヒ・ヅィルヘルム軍医学校で内科学を学んだ海軍軍医将校で，外科学
　　の陸軍軍医将校ミュラー(Leopold Muller)と共に明治４年８月23日夫人
　　同伴で横浜到着，司馬凌海が通訳した。大学東校（後の東京大学医学部）
　　で内科学を担当し，ドイツ式医学教育制度の成立に力を注ぎ，脚気の治療
　　法研究に尽力した。「ミュルレルとホフマンの東京における住居は，上野
　　車坂の上の四軒寺の北から二番目の見明院であった。玄関を入って左の半
　　分をミュルレルが使い，右の半分をホフマンが用いていた。玄関の突当り
　　の室に日本人少年がそれぞれ従者一人を連れて住んでおり，新米の教師か
　　らドイツ語を修めるのが目的であって，その二人は岩佐純の息子新（当時
　　ハ歳）と司馬凌海の息子亨太郎（当時十歳）であった。ホフマン夫人がも
　　っぱらそのドイツ語教授をうけもっていた。ミュルレル夫人はフランス人
　　であった」（石橋長英・小川鼎三著『お雇い外国人⑤医学』鹿島出版会
　　昭和44年　91頁）。ホフマンは任期切れの明治７年秋に契約を更新し，
　　官内省お雇い兼医学校の教師となり，明治８年秋離日し，故国に帰ったが，
　　その後のことは不明。
5）『山岸光宣監修　高等ドイツ語講座　Blatter des hoheren Kursus der deut-
　　schen Sprache　第二号　高梁為雄編輯　獨逸語研究社発行　昭和３年１
　　月』所載（265－277頁）の「司馬亨太郎　日本に於ける獨逸語教授史」，
　　山本條之肋著『司馬凌海』（司馬凌海先生顕彰会発行　昭和42年９月），
　　熊本大学の上村直巳教授著『陸軍大学校ドイツ参謀将校の通訳官たち』
　　（熊本大学教養部紀要　外国語・外国文学編　第23号:167―184頁
　　1988）などによる。但し，『獨協学園史　資料集成』（獨協学回百年史編
　　纂委員会編著　学校法人獨協学園発行　2000年５月）の獨協専任教員名
　　簿によると，番号152の司馬亨大郎は大正７年就任，昭和２年退職となっ
　　　　　　　　　　　　　　－11－
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　　ており，その備考欄には「独語教師，第８代校長，陸大教授，語学天才の
　　洋学者司馬凌海（1839~79）の息子。近代日本ドイツ語教育の「軍国」の
　　雰囲気をもつ」と記載されている。
6）『明治期の兵語辞書について（二）』（成城大学「経済研究」第163号125
　　～126頁参照。
7）『獨協学園史　1881-2000』（獨協学園百年史編纂委員会編著　学校法人獨
　　協学回発行　2000年５月) 594～595頁。なお，上注5）の『獨協学園史
　　　資料集成』の卒業生名簿（1889-1963）によれば，明治25年専修科卒業
　　（第５回卒業生）21名と並ぶ別科２名の中に高田善次郎の名が見え（2頁），
　　その職名称号等の欄には「陸軍大学教授（独語）倫理学者」と，また住所，
　　備考その他の欄には「大村仁大郎校長弟「独逸会話教科書」「独逸怪論評
　　解」「独逸短編叢書」「和独兵語辞彙」「独和兵語辞書」著者」との記載が
　　ある。また回書の獨協専任教員名簿では，高田善次郎は明治35年就任，
　　明治40年退職となっていて，備考欄には「倫理・独語教師，明治25年別
　　科卒，大村仁大郎弟，陸軍教授，「教育倫理学者として一世を風邸」（斎藤
　　博）」との記載がある(218頁）。
　　　　　　　　　　　　　　　　４
　独文の序文にはすぐ本文が続き（図7），「凡例」に相当する頁がないの
で，本辞書の記述法は本文から推測するしかない。
　本文は，横組み１頁33行, 256頁あって，附録の文法表・不規則動詞
変化表などもなく, 257頁に相当する頁が奥付となる。見出し語を１頁当
り30とみると，全体で約7,500語の見出し語を収めていることになる。
見出しの和語はローマ字表記で，大文字で書き始めて太字，配列は表記の
ローマ字のＡＢＣ順に並ぶ。ローマ字見出しの直後に, Shiki,式; Shiki,
志気; Shiki,指揮　というように，漢字（カタカナ混じり）を併記して，
同音異義語の多い日本語を区別し，誤解を防止している（図8）。
　例:Jusho,重症, schwere Krankheit.
　　　Jusho,重傷, schwere Verwundung｡
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明治期の兵語辞書について（四）－ドイツ語を中心にしてｰ
Jusho,銃傷, s. Juso　銃創
Jush5,銃床, Gewehrschaftm.
Shincho,深長, Tiefe/.
Shincho,身長, GroBe/.
　－ni司ite, I　｜ニ嘸ジテ, nach der KorpergroBe.
Shincho,伸暢, Erweiterung y
　-suru,伸暢スル, erweitem.
　-kakeashi,∩駈歩, voUer Laufschritt.
　見出しの和語に対応するドイツ語はラテン字体，名詞は頭字を大文字と
し，その性を男性名詞・，女性名詞y，中性名詞,zで示すが，発音や格
変化や複数形は記載されていない。動詞についても同様で，他動詞・自動
詞の区分もつけていない。見出し語に始まる，もしくは終わる複合見出し
語は，行を改め，頭を１字下げてそれぞれの見出し語の下に続けて記載す
るが，見出しの漢字は１字を｜と略している。
　例:Shidan,師團, Division y
　　　　-cho, I I長, Divisionskommandeur m.
　　　　=kwaigi,∩　｜合議, Rat ｎ der Divisionskommandeure.
　　　Hohei,歩兵, Infanterie y， FuBvolk n｡，Soldat zu Fu6, FuBganger ｎ
　　　　senretsu-,戦列∩, Linieninfanterie y
　　　　-butai, I I部隊, Infanterie-Truppenteil n， I. abteilung y
　　　　-chutai, I I中隊, Kompagnie /
　　　　=cho, I　い　｜長, Kompasnie-Chef, K. fiihrerm.
　　　　=sharyo, I　1　∩車輛, Kompagnie-Fahrzeug n.
第１頁を例示すれば，以下の通りである。
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　　　Ａ
Abumi,鐙, (Steig) biigel n
　-gawa, I革, (Steig) biigelriemen ｍ.
　-wo sageru, ｜ ヲ下ゲル, den Biigel herabsetzen.
　-wo shimeru, ｜ ヲ緊メル, den Bugel festbinden.
Age tsutsu ！　上ゲ銃。,das Gewehr iiber !“
Agokawa,聴革, Kinnstiick n。
Agokusari,肥鎖, Kinnkette y
Aikokushin,愛國心, Patoriotismus m., Vaterlandsliebe j
Aiｒｏ，陵路, Wegeenge/, Hohlweg z77･，Defilee n.
　-go no fujin, ｜　｜　後ノ布陣, Aufstellung y hinter dem Defilee.
　-ko, 1　1　n, Eingang m. des Defilees.
　-shinshutsu, I　｜　進出, Debouchieren n. (od. Herauskommen,
　Hervorbrechen) aus dem Defilee.
　-zen no fujin,∩前ノ布陣, Aufstellun％f. vor dem Defilee.
Aiyu, IS勇, aus Landbewohnem geworbene S chiitzmannschaft in
　Formosa.
　-sen, 1 I線, Aufstellungslinie y. der einheimischen Mannschaften in
　Formosa.
Aizu,合圖, Signal n.
　　　　　　　　　　　　　　　　５
　本書が使用するローマ字表が掲載されていないが，ヘボン式と見られる。
念のため本書で使用のヘボン式綴りを掲げると次の通りである。
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　ヘボン式ローマ字とは，ペンシルヴァニア生まれの氷人医師J･（ンヘボ
ン(James Curtis Hepburn 1815-1911）が，横浜の外人居留地にある自分
の屋敷で売り出した本邦最初の本格的和英辞典『和英語林集成』(Japa-
nese and English Dictionary.1867）の中で，和語の音を英字で表すために
用いた表記法である。ヘボンはこの辞典に手を加え，第二瓶を明治５年
（1872），さらに第三瓶『改正増補　和英美和語林集成』を明治19年（丸
善1886）に出版したが，ヘボンが初版で用いた表記方式は，その間に明
治18年に設立された羅馬字會が修正して『羅馬字にて日本語の書き方』
（1885）として発表したものに従っていた。明治初年からこの頃までに作ら
れた和英辞典，和独辞典は，いずれもこのヘボンの表記法を採っている。
明治38年設立の『ローマ字ひろめ會』の「標準式」（日本式，さらに訓令
式の元となった）はまだ普及していなかった8）。
　一般に和独辞典が日本人の使用者を念頭において作成されたとすると，
見出し語の表記をなぜ仮名あるいは漢字にしなかったのか，疑問とされる
ところである。ヘボンの『和英語林集成』は，日本語の研究を意図して作
成されたもので，対象は日本人よりも外国人であったように思われ，もっ
ぱら日本人が該当する英語を求めるために用いる今日の和英辞典とは目的
が追っていた。しかしその後の和英辞典は一和独も和仏もｰみなこ
れに倣って見出しをローマ字表記とした。昭和も第二次世界大戦後になっ
て，相良守峯編『和独』（三修社　昭和32年）は，ヘボン式による見出し
語の表示ながら，当用漢字による見出し語の一括という新しい編纂方式を
採用したが，見出し語表記にローマ字を使用しない，かな引き五十音順配
列の画期的な和独辞典『邦文堂和独辞典』（冨山芳正・三浦靭郎・山口一雄
編　邦文堂）は，ようやく1966（昭和41）年に誕生した。和独辞典の見
出し語表記に問しては，別に稿を改めて考察することにしたい。
　本書『和男兵証辭彙』は軍人を対象に，特に軍部の中にあって将来を嘱
望され，本人もまた栄達を願い，軍事学の研究に勤しむインテリ青年将校
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を対象に編集・作成されたものであり，彼らにとっては，ローマ字表記は
さほど苦にならなかったのであろう。
本書のローマ字表記では，切れ目にーが入れてある。
　例:Ban-ei,輪曳, Ziehen n.
　　　I-nyo,圖饒, EinschlieBung,Zemierung, Umfassung∫
　　　Jin-ei,陣普, Lager, n.
　　　Jin-in,人員, Personal n., Etat。｡,Starkeｊ
　　　Zan-yo,残腺，Ｒｅst, Ｕｂｅ汀estm。
注
8） ローマ字の表記方式については，下記のインターネット・ページが参考に
なる。http://ｗｗｗ.halcat.ｃｏｍroomazi/iroirol.html
　　　　　　　　　　　　　　　　　　６
　見出し語は圧倒的に名詞であるが，他の品詞も見受けられる。
動詞例:
　　　Appaku suru. 雁迫スル, abdrangen, zuriickdrangen
　　　Chin wo shimeru,　地利ヲ占メル, Vorteilm. des Gelandes ge-
　　　　　　winnen.
　　　Fuin sum, 封印スル, plombieren.
　　　Ippakusuru,一泊スル, iibemachten.
　　　Meizuru,命ズル, befehlen,einen Befehl geben (od. erteilen),(an)-
　　　　　　ordnen,abkommandieren.
　　　Mizukau,水飼フ, tranken.
　　　Ubau,奪フ, erobem. sich bemachtigen. wegnehmen. einnehmen.
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　　　　　in Besitz nehmen.
形容詞例:
　　　Saikosan no, 最古参y, rangaltest.
副詞例:
　　　Atoe ！　後へ。,Kehrt Marsch !“
　　　Migi,右, rechts.
　　　Saigwai,最外, auBerst.
命令の見出し例:
　　　Maware, migi ！　廻レ右！。,Rechts um !“
　　　Tsuke ken ！　著ケ剣。jSeitengewehr pflanztauf !“
　　　Tsumekata ！　填メ方。,Geladen !“
　　　Ute ！　打テ。,Feuer !“
　　　Uchikata ！　打方。,Feuer !“
　　　　-mate ！　｜　｜　待テ。,Haltmit Feuer !“
　　　　-yame ！　｜　｜　止メ。,Gewehrin Ruh !“
固有名詞は少ない。例:
　　　Fufutsu senso, 普佛戦争, Deutsch-franzosischerKrieg･
　　　Hoten kwaisen, 奉天合戦, Schlacht/ bei Mukden.
　　　Junebu joyaku,活那伯條約, Genfer Konvention ｊ
　　　Kabafuto shubitai stureikwan. 樺太守備隊司令官, Kommandeur
　　　　　m. der Besatzung auf Sachalien.
　　　Kaikosha,偕行社, Name des Offizierskasinoｎ｡ｪ
　　　　-kiji，∩｜記事, Zeitschrift∫desKaikosha.
　　　Nisshin sen-eki,日清戦役, japanisch-chinesischerKrieg･
　　　Shinkoku chutongun. 清國駐屯軍, Besatzungstruppen in China.
　　　Yushukwan,遊就舘, Name des Kriegsmuseums zu Ｔｏｋy０.9）
　　因みに東京は次の３見出しがある。
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　　　Tokyoeiju shotai, 東京衛戌諸隊, Garnisons- (od. Besatzungs-)
　　　　　truppen pi. in Tokyo.
　　　T5kyowan　bogyo　sotoku,東京湾防禦総督, Chef　m. des
　　　　　Verteidigungskomitees des Hafens von Tokyo.
　　　Tokyowan yosaishireikwan, 東京湾要塞司令官, Kommandant ｎ
　　　　　der Festung am Hafen von Tokyo.
外来語は極めて少ない。例:
　　　Barakku,「バラックJ Baracke y
　　　Meitoru,米突, Meter.
　　　Merinitto,メリニット，Melinit.1o）
　　　Saberu,サーペル, Sabelｓ.
　　　Zekken,ゼッケン, Satteldecke,Schabracke ﾌﾞﾄﾞ1）
当時の軍隊特有の用語と思われる例の幾つかを挙げてみよう。
　　　Hampofu,飯包布, Wickeltuch ｎ。
　　　Hohi,方匙, Beilpicke./
　　　Kinsen,金線, Draht m.
　　　K5bun,口分, Portiony und Ration y
　　　　-ryoshoku, ｜｜糧食, Mundverpflegung j
　　　Imbajo,鉄馬場, Tranke, /
　　　Imbajo,鉄馬所, Trankanstalty
　　　Jushdpan,重焼麺麹, s. Nidoyakipan.
　　　Mempo,麺麹, -koryo, I I口糧, Brotportiony
　　　　-shu,∩手, Backer m.
　　　Meng5,メン盆，Ｒｅｉsbehaltｅr戸2）
　　　Mongo,閲読, Losungswort z7.
　　　Sanchira,サンチラ, Sabelgehange yz･，S. koppel.13）
　　　Yosen,陽戦, Scheinmanover, Scheingefecht月･,Demonstration y
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　　　Zemba,駿馬, unverschnittenesPferd.
　　　Zenkeishu,全形舟, Ponton ｎ
今日とは違った古い言い方，あるいは文語体と思われる見出し語例:
　　　Bahitsu (od. Bahiki),馬匹, Pferd，z.
　　　Byosha,病者, Kranker ｇ.
　　　Chidatsu,複奪, Beraubung y der Dekoration.
　　　Fukkyo,彿暁, Morgendammerung y，Tagesanbruch m.
　　　Ikyu,醤笈, Sanitatskastenm., Ambulanz/
　　　Jikken,背馳, Erfahrung y
　　　　nichiro seneki no-,日露戦役ノ｜　にErfahrungen im russisch-
　　　　japanischen Kriege.
　　　Kau,河孟, FluBtal叱つ
　　　Kihen,欺馴, Tauschung y
　　　Kusho,厘處, Anordnung y
　　　　-suru,　｜　スル, anordnen.
　　　Kwanko, Hx工, Ziegel(stein),Backsteinｍ｡ｪ
　　　　-kyo, I I　橋, Ziegelbriickey
　　　　-sho,∩　埴, Ziegelmauer /
　　　　-tetsudokyo, I　I　鍛道橋, Bahnbriicke y aus Ziegeln.
　　　Sangaku,算學, Mathematik y
　　　Shitayurumi,舌寛，Ｚｕｎｇｅｎｆreiheiげ14)
　　　Shubo,手薄, Notizbuch z7.
　　　Shuri,手裏, in der Hand.
　　　　-ni yusuru, ｜　｜　ニ有スル,in der Hand haben.
　　　　-wo dassuru, ∩　ヲ脱スル, aus der Hand gehen.
　　　Shutai, 'im滞, Stocking y，Hemmnis z7･，Aufenthalt m.
　　　　-suru,　l　スル, stocken,hemmen, Aufenthalt haben｡
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Takuryo,宅料, Servusgeld n., WohnungszuschuB m., Mietsent-
　schadigｕngf15）
Tei-nen,停年, Dienstalterz7.16）
　-meibo,∩　名簿, Ranglistey
　-shinkyu,∩　進級, Beforderung nach dem Dienstalter.
Toshokei,徒小径, FuBpfad m.
Udesho,腕章，Ａrmbinde戸7）
注
9）靖国神社境内にある武器及び戦役記念品を所蔵する博物館で，陸軍郷山県
　　有朋等の主唱によって明治14年完成した。名称の由来は節子勧學舗「君
　　子居必挿群遊必就士　クンシハヲルニカナラズキョウヲエラビアソブニカ
　　ナラズシニツク」から。
10）メリナイト。ピクリン酸を含む強力爆薬。
ｎ）ゼッケンは，今日ではスポーツ選手や競走馬が付ける番号布または番号を
　　いうが, Schabrackeは華美な織物で織った馬衣のことで，藤山・高田著
　　『獨和兵語辭書』では「鞍被」と訳されている。ゼッケンの由来は不明。
　　『日本国語大辞典　第一瓶』（小学館　昭和49年）では，「ドイツ語の
　　Zeichenが英語を経て入ったものか」，『第二瓶』（2001）では「ドイツ語の
　　Deckeから」とし，一・二瓶とも「一説に，スカンジナビア地方で牛馬を
　　放牧する際，その首に所有者の名前や番号を付した金属の札をさげたもの
　　をゼッケンと称し，これが放牧地付近でスキーを行なうスキーヤーの番号
　　布の呼び名となり，スケート，陸上競技にも使われるようになったともい
　　う」との補注がある。『広辞苑　第五瓶』（岩波書店　1998）では「（語源
　　に，馬の鞍に敷く毛布の意のドイツ語Deckeの転など諸説あるが未詳）」
　　としている。
12) m.の誤植であることは明らか。一方ではMeshigdri,飯行李, Reisbehalter
　　ｎとある。
13）サーベルの吊革で，藤山・高田著『獨和兵語辭書』ではSabelgehange, Sa-
　　belkoppelは「革帯，佩革」と訳されている。サンチラの由来は不明。
14）言論の自由(Redefreiheit)の意味。藤山・高田著『獨和兵語辭書』にも
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　　Zungenfreiheit,/舌寛　と出ている。
15）今日でいう住宅手当であろうか。
16）旧陸海軍で停年（実役停年）とは，その階級で服務しなければならない最
　　低年限のことで，この年限が経過しなければ上の階級に進級できなかった。
　　例えば，中将４年，少将３年，佐官（大佐・中佐・少佐）２年，大尉４年，
　　中尉は陸軍２年海軍1，6年，少尉１年であった（大濱徹也・小沢部郎編
　　『改訂版帝国陸海軍事典』同成社　1995　310頁所載の「陸海軍人実役停
　　年・定限年齢（昭和18年）」による）。従ってドイツ語の在職年数を表す
　　Dienstalterを当てるのは誤りである。
　　因みに実役停年名簿は大正初期までは毎年７月１日（その後は９月１田
　　現在で作成された（原　剛・安岡昭男編『日本陸海軍事典』（株式会社新
　　人物往来社　1997　256頁）。 Beforderung nach dem Dienstalterは勤務年
　　数に応じた昇進という意味で,旧軍隊でいえば列次（実役停年の多い者順）
　　に順じた昇進，今日のことばでいえば「年功序列」に当たるといえる。藤
　　山・高田著『獨和兵語辭書』の見出し語Dienstalterでは「停年順序。古
　　參順序」とあり, nach dem Dienstalterには「停年順序二悟り」とある。
　　この停年とは別に現役定限年齢があり，これが今日一般的にいう停年（定
　　年）に当たる。参考のため，上記の大濱・小沢書掲載の表による主な階級
　　の定限年齢を記すと，中将62，少将58，大佐陸軍55海軍54，中佐陸軍
　　53海軍50，少佐陸軍50海軍47，大尉陸軍48海軍45，中尉陸軍45海軍
　　40，少尉陸軍45海軍40であった。　以上の数字はいずれも兵科の階級に
　　ついてであり，部・科が違えば，年齢に多少の相違がみられた。例えば，
　　海軍で軍医や主計将官の定限年齢は少将以下少尉まで各階級とも２年長か
　　った。
17）ワンショウでなく。
奥付は以下の通り（図9）。
７
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　明治四十二年十二月二十日印刷
　明治四十二年十二月計三日発行
　　　著作権所有
　正償金七拾五銭　郵税金六銭
著作者　司馬亨大郎
　　　東京府豊多摩郡渋谷町上渋谷
著作者　高田善次郎
　　　東京市牛込區矢東町三番地
発行者　水谷弓彦
　　　東京市麹町區飯田町五丁目廿二番地
印刷者　野村宗十郎
　　　東京市京橋區築地三丁目十一番地
印刷所　株式會社東京築地活版製造所
　　　東京市京橋區築地二丁目十七番地
発行所　精華書院
　　　東京市麹町區飯田町五丁目廿二番地
　　　　電話番町一，七五七番
　　　　振替貯金口座四，三六六斎
　正価の75銭は，しばしば適当な時期に特価として60銭あるいは65銭
で販売している。例えば『獨逸語學雑誌』第16年第11号（大正３年７月
１日発行）や第17年第７号（大正４年３月１日発行）の広告では「正償
金七十五銭　特撰六十（六指）銭」，第17年第３号（大正３年11月１日
発行）の広告では「正償金七十五銭　特撰六十五銭」である。
　辞書を購入する将兵の収入について，大正９年３月の勅令第63号によ
る軍人俸給表によると，主なる階級の俸給は次の通りである18）。
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　発行者となっている水谷弓彦は，国学者水谷民彦の六男として安政５年
（1858）名古屋に生まれた。明治12年東京に出て陸軍教導団歩兵科に入隊
し，14年卒業して伍長となり，軍隊に勤務したが，明治21年歩兵曹長で
除隊，早稲田大学の前身である東京専門学校に入学して，近世文学を学ん
だ。卒業後，不倒と号し，「錆刀」「薄唇」などの小説を発表する傍ら，「続
帝国文庫」の浄瑠璃，脚本願の校訂に携わる。明治32年から38年まで大
阪毎日新聞記者であったが,明治40年に精華書院に入社し，月間雑誌『獨
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逸語學雑誌』の発行者兼編輯者となった。『獨逸語學雑誌』の発行者兼編
輯者は明治31年10月15日発行の創刊号以来東儀季治であった。東儀季
治は官内省楽師の家に生まれ,鐡笛と号し，早稲田大学校歌「都の西北…」
の作曲家として名高いが，雑誌の創刊者大村仁大郎と遠い姻戚の間柄で，
「大村の子分」19）であった。大村とともに雑誌の創刊者のひとりである東
京外国語学校教授山口小大郎の義弟（妹の婿）であった水谷弓彦は，『獨
逸語學雑誌』の第９年第６号（明治40年２月１日発行）から東儀の後を
継いだが，大正８年１月号を最後に雑誌編集から手を引き，近世文学の研
究に専念した。彼は精細な実証研究で知られ，近世文学研究の先駆者とさ
れている。著書に『列伝体小説史』『西鶴本』『草双紙と読本の研究』など
がある2o）。
　精華書院は大村仁大郎が自著を出版する目的で明治33年に創設した出
版社であるが，山口小大郎，第一高等学校教授谷口秀太郎らと『獨逸語學
雑誌』を創刊するに際しつくった獨逸語學雑誌社に同書院を併設した。明
治40年５月発行の東京書籍商組合刊行の月刊機関紙『圖書月報』（第５巻
第８号）の組合記事に「加盟　牛込區矢東町二十六番地　精華書院　水谷
弓彦氏　右加盟せられたり」とあるが■21)これは水谷が精華書院に入り雑
誌の編集を担当した時期と一致する。また，明治44年２月現在の東京書
籍商組合員名簿では，麹町區の郎の４番目に「飯田町五丁目二二　精華書
院　水谷弓彦」が記載されている22）。獨逸話學雑誌社が精華書院を併設し
た頃の所在地は牛込區中町三十五番地であったが，明治39年９月に「日
露戦争後本社の業務頓に増進し従来の事務所にては狭陵を告ぐるに至りし
を以って」23）牛込區矢東町廿六番地に移転した。しかしその後まもなく明
治41年10月今度は麹町區飯田町五丁目貳拾貳番地「江戸川線飯田町五丁
目地先き土手に沿ひ右へ曲る半丁」24）の場所へ移り，更に明治45年３月
には牛込區津久戸町六番地にまた移転している25）。
　水谷弓彦は「不倒翁八十年の思出話」の中で精華書院について次のよう
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に語っている。
　　精華書院は，大村仁大郎・山口小太郎・谷口秀大郎三人の合資で，
　獨乙語の教科書を自著出版する小さな會社で，所謂「三大郎文法」等
　の版元であった。元は東儀季治（鐡笛）がやっていたが，東儀がやめ
　て，大村が精華書院を別の家に置いてやって見た。しかし自分で名を
　出す譯にゆかず，且つ病気でやれないから，私にやってくれないかと，
　谷口から話があった。
　　私はかねて，出版を試みたいと思つてゐたから，資本若干を入れて
　経営することになった。それから『獨乙語研究』『獨乙語初歩』等の
　雑誌を起し（『獨乙語學雑誌』は既に発行してゐた），其他獨乙語初等
　科の書を出版し，少し當つたから，単行本『室町時代小説集』『世話
　浄瑠璃大全』等を出した。しかし単行本は當らなかった。
　　其内に世界戦争が起り，日本が青島を攻むるやうになって，獨逸の
　風向がわるく，獨乙語を習ふものが減つて，教科書も売れなくなった。
　私が引受けると，間もなく大村が残し，それから暫くして山口も逝き，
　肝腎の二人が失くなって,’三太郎出版物の勢力が衰へ，収入が減じて
　来る。それに此社は，一年四五千圓の利益があるが，其八割五分まで
　を印税に取り，残り一割五分を以て社員の俸給・経営費を差引いて，
　残ればそれを又株主全豊に分配するといふ規定であった。私は旨く往
　つたら，父の『三傑年譜』を出版しようと思ってやりかけたのである
　が，何分『三傑年譜』が大部なもので，二千や三千の資本では出来な
　いし，彼是して遂に私はやめることになった。私が廃めた後暫時やつ
　て居たが，其後精華書院は廃業した。26）
　東京書籍商組合が編集する『書籍総目録』は，同組合が明治26年，31
年，39年，44年，大正７年，12年，昭和４年に発行し，どの目録にも組
合員名簿を載せているが，精華書院の名が見えるのは明治44年から大正
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12年の分までで，昭和４年の目録から消えている。また明治44年版総目
録の発行所別書籍目録によると，精華書院の個所には24点の書名が並ぶ
が，内17点までが獨逸語の教科書・辭書・参考書・翻訳書であり，残り
７点のうち４点までを大村仁大郎著の児童教育書が占めている27）。先に
『明治期の兵語辞書について（二）』で取り上げた「5　獨和兵語辭書」（藤
山・高田合著　明治32年11月）や，本論冒頭に掲げた『會話作文官例挿入
和獨新字林』（國吉直蔵著）は，当初は「獨逸語學雑誌社」の発行であっ
たが，のち精華書院出版図書目録に入れられている。山口小大郎が主幹と
なって発行した月刊雑誌『初等獨逸語研究』（創刊号明治42年11月15日
発行），及びその改題雑誌『獨逸語研究』（明治44年11月１日発行から；
ただし巻号は第３年第１号）は精華書院の発行となっているし，同じく山
口小太郎主幹の月刊雑誌『獨逸語初歩』（明治44年11月１日創刊）も精
華書院で発行している28）。大正６年７月には『獨逸語學雑誌社編輯部編
類別和獨賞用辭典』（約370頁）が精華書院から出版されている。また『獨
逸語學雑誌』第11年第６号（明治42年２月１日発行）には，海外書籍直
輸入業務の開始の広告29）が，精草書院内獨逸語學雑誌社の名で掲載され
ている。（図10，図11）
注
18）海軍有終会編『明治百年史叢書　近世帝国海軍史要（増補）』（原書房　昭
　　和49年）409頁による。
19）注7）の『獨協学園史　1881-2000』550頁, 687頁以下による。東儀季治
　　の父季芳が大村仁太郎の父長衛と共同で共立幼稚園を創設した間柄であっ
　　た(529頁）。なお『獨協学園史　資料集成』の獨協専任教員名簿では東儀
　　季治の名前も載っていて，明治32年就任，明治39年退職で，備考欄には
　　「音楽教師，ヴァイオリンを指導,官廷雅楽師。獨協校歌作曲者。獨協音楽
　　会を主催，「勇壮にして快活，青春謳歌の作曲」（斎藤博）」とある(217頁）。
20）『新潮日本人名辞典』（新潮社辞典編集部編集　1991）及び『水谷不倒著
　　作集』（全８巻　中央公論社　昭和52年）参照。
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　明治期の兵語辞書について（四）－ドイツ語を中心にして-
21）『書誌書目シリーズ⑩　弥吉光長監修　圖書月報　第五巻本文篇』（株式会
　　社ゆまに書房復刊　昭和60年８月) 141頁。
22）影印版『日本書誌学体系２　東京書籍商伝記集覧』（東京書籍商組合編
　　青裳堂書店　昭和53年４月）による。なお東京書籍商組合は明治26年６
　　月「東京書籍出版営業組合」として発足（会員数131),明治35年１月10
　　日に改称した。
23）『獨逸語學雑誌』第９年第２号（明治39年10月１日発行）所載の巻末広
　　告「移韓票告」から。
24）『獨逸語學雑誌』第11年第２号（明治41年10月１日発行）表微衷広告
　　「移転謹告」による。
25）『獨逸語學雑誌』第14年第７号（明治45年３月１日発行）表微衷転居広
　　告による。
26）『水谷不例著作集　第ハ巻』（中央公論社　昭和52年) 214-215頁。
27）復刻版『東京書籍商組合編　明治書籍総目録』（株式会社ゆまに書房　昭
　　和60年－61年）による。
28）『獨逸語學雑誌』『初等獨逸語研究』『獨逸語研究』『獨逸語初歩』などを合
　　む日本のドイツ語雑誌とその編輯・執筆者については，上村直巳熊本大学
　　教授の『日本におけるドイツ語雑誌の歴史（1）（2）』（熊本大学教養部紀
　　要　外国語・外国文学編　第21号:91-101頁（1986）及び第22号:93-
　　118頁（1987））に詳細な研究がなされている。
29）この広告（図11）の掲載された雑誌の発行年月から推して，広告の日付
　　「明治四十一年二月」は「明治四十二年二月」の誤植と思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　８
　精華書院は明治35年に『和獨対照草語篇』を出している。国会図書館
所蔵のものはその４版で，横7, 5cm,縦15cm,厚さ６ｍｍの小型本（図
12）で，扉，まえがきなど一切なく，総頁144頁。各員は１段組35行，１
行にほぼ１語入っているから，全体で約５千語を収めている。全体の構成
は，23の項目別に分類され，各項目の中では，ローマ字見出しのABC
順となっている。見出しはすべて名詞で，漢字が付けられ，ドイツ語は
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Frakturで，性別がイタリック体ｍ，　f，　ｎ
で示されている。項目とその占める真
数は以下の通り。
1. Naturerscheinungen　天文　1-6
2. Geographische Ausdriicke　地理　6-
　　14
3. Die Zeit　時令　14-21
4. Korperteil　身殼　21-27
5. Kleidung, Schmuck衣服装飾27-
　　32
6. Speisen und Getrank　飲食　32-38
7. Haus (Mobel, Werkzeuge)家屋（家
　　財，器具) 38-48
8. Kaufladen, Gesellschaften, Fabriken
　　商店，音栓，製造所　48-51
9. Schulhaus (Schulgerate, Schreibmate-
　　rialien etc.)校舎（校物，文具等）
　　51-57
10. Wissenschaften　學術　57-63
11. Spiele,Vergniigungen etc.　遊戯娯楽の類　63-66
12. Verwandtschaftsverhaltnisse　人倫　66-70
13. Handel und Gewerbe　商工　70-74
14. Menschen　人類　74-84
15. Tiere　動物　84-93
16. Pflanzen　植物　93-97
17. Mineralien　金石　97-100
18. Religion　宗教　100-102
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　19. Militarund Marine　陸海軍　102-113
　20.０ffentliche Institutionen 公家　113-120
　21. Titel　官職　121-130
　22. Medicinische Ausdriicke　警語　130-137
　23. Kaufmannische Ausdriicke　商用語　137-144
すなわち陸海軍は最も多くの真数を占める項目の一つである。
　陸海軍の項目に挙げられている見出し語は, Assoseki塗絵石Balias, m.
Bampei番兵Schildwache, /から始まりZensen前線Vorderlinie, /,
Zosenjo造船所Schiffbauplatz, m., Werft, f.で終わる。全部で369語（図
13）。殆ど１見出しにつき１語のドイツ語が挙がっているが，次の例のよ
　　　　　　　　　　　　　　　　図13
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うに，３語以上のドイツ語を記載する場合もある。
　Buntai分隊　Sektion, /.；Division,/. (海軍の）
　Chutai中隊　Kompagnie, /. (歩工兵) ; Eskadron, Schwadron, /. (騎
　　兵) ; Batterie,/｡（砲兵）
　Sekko斥候　Streifwache, Patrouille,/.
外来語は次の２語のみ。
　ＮｏttｏrノットJJCnoten,m.
　Pisutom rピストルJ Pistole,/.
この奥付によれば，書名が「和獨對譯華語篇」となっているが，初版は
　　　　　　　　　　　　　　　明治35年９月26日発行で，明治38
一
年３月再版，同39年４月３版，明治
40年５月４版とあるから，かなり売
れていたことが判る（図14）。定価は
15銭。編輯兼発行者は水谷弓彦とな
っているが，彼の経歴にはドイツ語
学習の跡が見られないし，初版の明
治35年当時は彼は大阪毎日新聞記者
であったのであるから，名前だけの
編輯兼発行責任者である。『獨逸語學
雑誌』第５年第１号（明治35年10月
１日発行）に掲載された新刊書『和
獨對照華語篇』の広告には「本書ハ
本社蔵版ノ獨逸會話教科書中華語ノ
部ヲ大二増補改訂シタルモノニシテ
天文地理等二十三部二別チ羅馬綴ヲ
以テ母字順二配列セリ毎語皆是レ須
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知ノモノナレバ以テ會話ノ資卜為スペク以テ作文ノ料卜為スペシ蓋シ斯學
研究者ノ好伴侶ナリ」とあり，獨逸語學雑誌社の『獨逸會語教科書　全』
（明治35年９月当時第三版　正価六捨鐘）は高田善次郎と学習院教授の辻
　高衡の共著である。従ってこの『和獨対照華語篇』の実際の編輯者は高
田と辻の両名と見てよいであろう。
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